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未来の仕事 トップリーダーとは？

【座右の銘にしたい名言】

地球上で最も必死に考えている人のところにアイデア

の神様は降りてくる。 （森岡毅/ユー・エス・ジェイＣＭＯ)

最近、日本で一番大きな都市のリーダーが職を辞することになりましたが、ニューヨーク・タイム

ズ紙には「ＳＥＫＯＩ」という日本語を使って報じられてしまいました。とても残念なことです。

マスコミが頑張っても出てくる今回の問題はせいぜい「公私混同」程度です。本当に問題にし

なければならなかったことは何なのでしょうか。「家族と泊まった旅館で公務をしたか」とか、「ヤ

フーオクションで買った絵画は本当にプレゼントに使ったか」とか・・・。同じ都市の問題として挙

げられていた１８億円もの使途不明金についてなぜ詳細を追求しないのでしょうか。

アメリカ大統領に近い直接選挙で、多くの支持を受けてその地位に着いた地方自治体のトップ

リーダーです。トップリーダーの頭の中には常に仕事があり、不測の事態に常に備える必要があ

ります。家族と食事を楽しんでいる時も、温泉を楽しんでいるときも急に考えが浮かび急に電話

をかけるのです。緊急報告にも常に対応する義務があります。

２４時間四六時中与えられた仕事を守る必要があります。直接選挙で

選ばれたトップリーダーは最初からその責務自身が公私混同だと考えて

もいいのではないかと思います。

トップリーダーのあるべき姿を考えてみると、一人一人が他の人とは

異なる個性を持つ強いリーダーを求めている反面、独自の思考を持つ

リーダーは活躍しづらい社会なのかもしれませんね。

オックスフォード大学の教授が提出した論文「あと１０年で『消える職業』『なくなる仕事』」が話

題になっています。その論文の結論として、米国の総雇用者の仕事の内、４７％が１０～２０年後

には機械によって代わられるという予測が発表されました。

日本においても、ＩＣＴの技術革新やＡＩ（人工知能）の急激な発達により、そう遠くない未来で

多くの人が今とは違う仕事に携わっているかもしれません。

それに加えて、日本は世界に先駆けて、超高齢化社会に突入しようとしています。公的年金

の財政状況の影響もあり、私達が働く期間はますます長期化することが予想されています。今は

ハイパフォーマーであっても、環境変化によって誰もがローパフォーマーになる可能性がありま

す。近い将来には１０人中９人は今とは違う仕事をしている可能性が高くなります。

ビル・ゲイツは、「創造性を必要としない仕事はすべてテクノロジーに代行される」と言ってい

ます。私たちは今後どうするべきかを考えておかなければ、これからの時代を生き残っていくこ

とが難しくなりそうです。何とか時代に対応していかなければ・・・。


